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様式第４号（第11項関係） 

 

   西脇市審議会等の会議の記録 

 

審議会等の名称 令和６年度 

第１回西脇市こどもプラザ運営委員会 

開催日時 令和６年８月６日（火） 

午後２時～３時30分 

開催場所 西脇市茜が丘複合施設Miraie 多目的ホール 

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数 
10人          

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数 
０人 

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数 
７人 

公開・非公開の別 公開 

非公開の理由 ― 

傍聴人の数 ２人 

議題又は協議事項 １ こどもプラザの利用状況について 

２ 令和５年度事業実績報告について 

３ 令和６年度事業実施計画について 

４ こどもプラザの運営について（意見交換） 

会議の記録（概要） 

発言者  

○開会 

 

○市長あいさつ 

 

○委員委嘱 

 市長から委員に委嘱状を交付 

 

○委員紹介 

 委員による自己紹介 

事務局 

 

市長 

会議の記録（概要） 

発信者  

○委員長・副委員長の選出 

 西脇市こどもプラザ運営委員会条例第６条第２項の規

定に基づき、委員長、副委員長を選出。 

 

 

 



2 
 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○委員長、副委員長あいさつ 

 

〇会議成立の報告 

委員10名の出席により委員会成立の報告 

 

〇傍聴者の報告 

２名傍聴の報告 

 

○議事 

 議事１、こどもプラザの利用状況について、事務局か

ら説明をお願いする。 

 

○会議資料１に基づき、事務局から説明 

 

 議事２、令和５年度事業実績報告について、事務局か

ら説明をお願いする。 

 

○会議資料２に基づき、事務局から説明 

 

 議事３、令和６年度事業実施計画について、事務局か

ら説明をお願いする。 

 

○会議資料３に基づき、事務局から説明 

 

こどもプラザの運営についての意見交換をしていきた

い。議事１から３を含め、何か意見等はないか。 

  

 今回初めて委員として出席した。事務局 の報告を聞い

て、改めて様々な事業がされていることを認識した。ま

た、みらいえが子どもをもつ世代や、たくさんの人が集

うことができる場所であることは素晴らしいことだと思

う。 

 事業を行うに当たり、職員が企画し実施する中で、ボ

ランティア的に関わる人材を、いかに育てていくかとい

うことが、こどもプラザ事業が長く継続していく方策で

はないか。  

 事業計画を見ると様々な事業を実施されている。国県

の補助事業的なものだけで動かれているようであれば、
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委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

先細りすると思う。西脇市の財政からバックアップし、

子育て支援をしていくことが重要ではないか。 

 今回保育協会から出席している。こどもプラザの事業

の中の出張こどもプラザ、出張みんなのつどいを園で利

用しているが、まだ市内全ての園に広がっていない。今

後、こども園とこどもプラザが連携を深め、保護者が学

べる機会を提供し、共に子育て支援をしていくことが重

要であると考える。 

 

 委員の意見を受け、こどもプラザの事業費について返

答を願う。また、西脇市は、この施設をまちづくりの起

点としていくという考えで理解してよいか。 

 

 市長の挨拶にもあったとおり、茜が丘複合施設みらい

えは、西脇市の拠点施設である。来年10年目を迎え定着

してきている。文教地区にある施設でもあるため、今後

も子どもを含め大人も集う場として、茜が丘複合施設を

起点としてすすめていく。 

 予算については、毎年組むことになる。人件費につい

ては国及び県の補助金で、賄っているところが多い。そ

れ以外の事業費については毎年予算を検討し要求してい

る。市としては今後もこどもプラザを財政的に支えてい

く。 

 

 ＮＰＯ法人みなみ会も、こどもプラザ事業の中で予算

を組んで実施している事業があるが返答を願う。 

 

 財源に関しては、こどもプラザから委託を受け、「夏

休みの宿題をやっつけよう」などの学習支援を行ってい

る。また、地域から賛助会費をいただき運営している。 

  

み らい え は 、保 護 者 と共 に 子 ども が 育 つ場 で あ った

り、この施設が近くにあるということから、高校を選ぶ

など影響力がある。教育とみらいえのつながりは深いの

ではないか。そのような点から、教育とみらいえとのつ

ながりはどうか。中学校の視点で意見を聞きたい。 

 

 以前西脇南中学校で勤務していた頃、小学生や中学生
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

が、工作やクッキング等の児童館事業を利用している姿

や、西脇高校、西脇工業高校、西脇北高校の生徒が、イ

ベントのボランティアで活躍する姿を見る機会が多くあ

った。その生徒たちが、みなみ会の学生支援者として活

躍している。素晴らしいことだと思う。このようなボラ

ンティア活動ができる場を、もっと作ってほしい。    

中学２年生はトライやる・ウィークを実施している。

子どもたちにとって生きた体験ができる機会である。こ

ども園やこどもプラザでも受け入れてもらっている。 ボ

ランティア活動をとおし、活躍した子どもたちが、西脇

市にもどり、こどもプラザの事業をはじめ地域で活躍し

ていくことを願う。 

 今後の課題としては、こどもプラザなどが実施する事

業に参加できない、しない保護者について、どのように

つながりをつくっていくかだと思う。そして、子育てに

優しい西脇市になるように取り組んでほしい。 

 

 小学校の視点からはどうか。 

  

学校、家庭、地域の連携は難しいところがある。家庭

と地域は少し溝があるように感じることが多く、学校が

橋渡しをす ること もある。 西脇小 学校は 150周年事業 を

行っており、地域の方々とのつながりは本当に大切だと

実感する。この事業を通して、学校・家庭・地域がつな

がるいい機会となることを期待している。 

 みらいえは、西脇小学校から遠く子どもたちが自力で

遊びに来ることができない。リップスティックという遊

びがあり、遊び方についてお叱りを受けることもあるが

子どもたちが自由に遊べる場をつくっていってほしいと

いう話が、健全育成の会議の場で出た。家でゲームばか

りして遊ぶより、友だちと一緒に遊ぶことが大切である

と思う。こどもプラザのサテライトが、子どもたちが集

う場になればいいのではないか。 

  

こどもプラザを利用している保護者の視点、子ども、

若者の視点から質問や、意見等ないか。 

 

 私には、保育園児から高校生の子がいる。上の子の時
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

はみらいえがなく、黒田庄にあるへそっこランドをよく

利用していた。そのころに育った上の子が、みなみ会の

学生支援者として活動している。また、下の子はこども

プラザの「キッズ・ジュニアサポーター会議」に参加予

定で、自分の意見を伝え、子どもたちが楽しめるイベン

トを企画しようと楽しみにしている。こどもプラザで育

った子どもたちが、様々なところで、恩返しをさせてい

ただいている。 

 また、私はこどもプラザの事業を通して、保護者の学

びの場や、保護者同士のつながりの場をいただいた。今

でも、上の子の時につながりがあったお母さんに相談し

たり、助けてもらったりする機会がある。とてもありが

たいことである。市内に幼稚園があった時は、送迎時や

保護者会で、保護者の方と出会う機会が多くあった。今

は、幼稚園が閉園し、それぞれのこども園から小学校に

入学してくるため、保護者とお子さんが一致しないこと

が多い。トラブルになった時は、学校の先生に頼るしか

ない。これまでは、保護者同士で解決できていたことが

今はできなくなり学校に負担をかけることが多くなった

ように感じる。 

 

 第１子の時、おやこ交流教室に登録していたが、コロ

ナ禍であったため、ほとんど活動ができなかった。第２

子の時はようやくコロナが落ち着き、おやこ交流教室に

参加する機会が増え、お母さん同士つながることができ

ている。私は人見知りであるため、自分から積極的に話

しづらいところがある。おやこ交流教室に限らず、こど

もプラザの事業の中でそのような保護者が安心して活動

できる場やお母さん同士で相談したり、気軽に話ができ

たりする機会をたくさん作ってもらえると嬉しい。 

事業の中で、保護者同士がつながることができるプロ

グラムを考えていただいている。これからは保護者同士

でつながっていけるようにしていきたいと思う。 

 

みなみ会の学習支援や、放課後児童クラブの支援員、

中学校の学習支援をしている。そこで２点気付いたこと

がある。 

１点目は、こどもプラザは未就学児が利用するところ
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委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

であると認識している児童がいることである。児童館は

０歳～18歳まで利用でき、小中高生が楽しめるボードゲ

ームや遊具があることなどを、もっと周知できたら良い

のではないか。 

２点目は、重春小学校区の子どもたちにとっては、放

課後や休日はみらいえが居場所となり、友だちと会える

場所、遊ぶことができる場所となっているが、それ以外

の校区の子どもたちは、そのような居場所はないように

思う。また、みなみ会の事業「夏休みの宿題をやっつけ

よう」の学習支援では、「夏休みだけでなく、もっと勉

強を教えに来てほしい。」という子どもの声を聴き、需

要があるということに気付いた。西脇市の全ての子ども

たちに、みらいえのようなが居場所や学ぶ機会が公平に

与えられることを願う。 

  

いろいろな意見が出た。その中で、つながりや居場所

について話がでた。保護者同士の横のつながりを形成す

るこ と が ポイ ン トで あ る と思 う が、 つ な がり と いう 点

で、社会福祉協議会の視点から意見はないか。 

 

社会福祉協議会は、地 域の保護者の方の みならず老若男

男女、全ての方とつながれるような社会を目指している。 

 地区 マミ ィの 活動 実績 を見 ると 、地 域ご とに 記載 さ

れてお らず 、地 区ご との 活動 が見 えな い。 でき るな ら

ば、地区ごとに活動を記載するとよいのではないか。 

 子 ど も が 減 っ て い る 中 で 、 地 区 と い う 単 位 で は な

く、大 きな 枠組 みで 活動 して いる のか とも 思う が。 今

後の地 区マ ミィ の活 動の 進み 方を 注視 し、 地域 全体 に

広がっ てい くよ うに 、社 会福 祉協 議会 とし て支 援し て

いきたい。 

 地 区 マ ミィ の 活動 場 所 は、 サ テラ イ ト にな る と思 う

が、利用についてはどのような状況であるか。資料によ

ると、へそっこランドの利用が少ない。 

 

事務局より回答をお願いする。 

 

地区マミィについては、６地区あるが活動しているの

は、重春・野村マミィのみである。その理由としては、
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生率の低下と、就園率が高いためである。令和５年度

は、地区マミィをこどもプラザのつどい事業とし、地区

マミィのつどいとして実施した。しかし、活動に参加す

る家庭が少ない。 

活動 場所 につ いて は、 保護 者が 場所 を決 めら れ てい

る。重 春・ 野村 マミ ィは 、み らい えを 活動 場所 とさ れ

ている 。以 前、 黒田 庄地 区は へそ っこ ラン ドを 使用 さ

れていた。 

今後 は、 市全 体の 西脇 マミ ィと し、 一人 でも つ なが

ること がで きる 活動 にし てい ける と良 いの では ない か

と考えている。 

 

 ＰＴＡ視点から、意見はないか。 

 

 みらいえは、重春地区にあるため、地域の子どもたち

や、この地区に住む方々が大いに利用していただいたら

良いのではないか。他地区には、催し等について宣伝が

必要である。また、ここに来る利用者を中心にイベント

等を作り上げ、居心地のよい場所となればこの施設が発

展していくのではないか。 

 私は高校の教員をしており、小学校や、中学校と高校

の連携をしている。そのような連携を今後、みらいえが

中心となり、施設を利用し交流できる場になると良いの

ではないかと考える。 

事業内容を見て、多岐に渡り実施されている。私の提

案であるが、西脇の地場産業である播州織を織る事業や

播州ラーメン事業等、地域色のある事業を考えていただ

けたら面白いのではないか。 

 

 委員からたくさんの意見が出た。その中でキーワード

となるのは、「つながり」「きずな」であったのではな

いか。こども同士のつながりも大事であるが、保護者同

士がつながっていくことも大切であることが委員の意見

から分かった。教育施設の中で子どもは学んでいると共

に、実は保護者も同じように学んでいることが、委員の

意見から分かったのではないか。 

子どもたちに公平・平等の機会を用意することは何よ

りも大事である。私たちが公平と平等を捉えながら、今
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事務局 

 

 

後の事業を検討していくことが必要であると思った。 

また、中学生をどのように巻き込み、活躍できる場所

を作っていくか検討し、徐々に広げていくと良いのでは

ないか。 

みらいえは来年度で10年を迎える。今後の10年をどの

ように考えていくか重要であると思う。 

 つながるという部分では、保護者から求められている

ことは、一緒に子育てをしていこうということではない

か。保育のコンシェルジュや幼児教育のコーディネータ

ー、学校では教員や、カウンセラー、ソーシャルワーカ

ーなどがいるが、様々な立場から保護者をつないでいく

必要があるのではないか。 

 小学生は校区外に出ることができないということであ

るが、他市ではマイクロバスを運行しているところもあ

る。保護者や学校の同意を得て、精査した上で、運用し

ている。また、ミニ児童館や出前児童館をしているとこ

ろもある。今後、ミニ児童館や出前児童館を、小学校の

空き教室などで実施できると良いのではないか。そうす

ることで、教育などと重なり合いながら次の事業ができ

てくるのではないかと思う。 

 

○議事終了 

 

委員の皆様から、多くの貴重なご意見をいただいたの

で、今後の事業運営に反映していきたいと思う。 

 

 次回の委員会は令和７年２月を予定している。 

 議事録については、要点をまとめ、ホームページなど

で公開予定である。 

 

○閉会 

 

問合せ先 西脇市福祉部こども政策課こどもプラザ 

 TEL 0795-25‐ 2801 ／ FAX 0795－25‐ 2220 

 


